
遠洋かつお釣り漁業における電動自動釣機の開発実証

水産業革新的技術導入・安全対策推進事業（平成29～30年度）

１ 事業の目的

２ 開発技術及び実証の概要

実施主体：自動かつお釣機開発実証事業協同実施機関（日光水産（株）、（株）タカハシ・インテック）

（国研）水産研究・教育機構開発調査センターが開発した電動自動釣機試作機をベース
に、より乗組員に近い釣獲動作等を実現するため、モータ出力の向上及び制御プログラ
ムの改良を行い遠洋かつお釣り漁船に導入し、実証試験を実施。

３ 開発技術の成果・普及

電動自動釣機を遠洋かつお釣り漁船に導入し、実利用が可能であることを実証し、もっ
て当該漁業の持続的な維持・発展に寄与することを目的とする。

・最新の制御プログラムにより、「誘い動作」
など乗組員と同様の動きを再現

・電機駆動により精密な動作制御を可能とし、
釣獲能力を向上させつつ危険な釣り上げ
を回避。

・装置の小型化、構造の単純化により耐久性
を向上

・対人比率で約６３％
を達成

・５年間で人件費として２５０
万円～２,７５０万円の省コ
スト化が可能

遠洋かつお釣り漁船（４９９トン）
に実証機を搭載

※令和元年度は、（国研）水産研究・教育機構開発調査センターで継続して実証試験中

船体に取り付けられた実証機


	スライド番号 1

